
閲覧用
河内長野市第３次環境基本計画改定（案）に対するパブリックコメント意見及び市の考え方一覧
　令和５年１２月１日（金）～令和５年１２月３０日（土）まで、市ホームページ及び市内の主な公共施設において公表し、河内長野市第３次環境基本計画改定（案）に対するパブリックコメントの意見募集を実施しましたところ、２名、１団体より１０件の貴重なご意見をいただきました。

　ご協力、ありがとうございました。これらのご意見と、ご意見に対する市の考え方は下記のとおりです。
◆分類について
	変更
	ご意見を受けて、河内長野市第３次環境基本計画に変更を加えました。
	１件

	包含
	ご意見の趣旨等は、河内長野市第３次環境基本計画に含まれています。
	０件

	参考
	ご意見の趣旨等は、河内長野市第３次環境基本計画に含まれていますが、ご提案内容は今後の取り組みの参考等とすべきと考えます。
	９件

	その他
	ご意見につきましては、計画に反映しないものとします。
	０件



市の考え方
	

	1
	参考
	39
48
	公園の除草や植木手入れについて、自治会等が当番制で行っているところがある。真夏の高温多湿の環境の中、WBGT値を考慮せず、熱中症の危険性がある中で実施している。高齢化や環境温度の変化に応じた内容でなく、非常に危険であるため、市としての応援、援助を求める。

	　本計画の環境目標４【文化環境】、施策の方向②「潤いと安らぎのある快適空間をつくる」として、施策１）公園・緑地の整備・管理を掲げており、いただいたご意見を参考にさせていただきながら、取組みを推進していまいります。
　また、環境目標１【地球環境】、施策の方向①「脱炭素社会をつくる」、施策３）気候変動の影響に対する適応策の推進においても、併せて今後の取組みの参考とさせていただきます。

	2
	参考
	40
41


	　市では資源ゴミをビニール袋に入れて回収している。SDGsの観点から、実情に応じた形で、集会所周辺や公園等については、回収箱を設置し、ガラスビン等の回収に努めてほしい。

	　本計画の環境目標１【地球環境】、施策の方向②「循環型社会をつくる」として、施策１）発生抑制の推進及び施策３）資源化の推進を掲げており、いただいたご意見を参考にさせていただきながら、本計画を推進していく上で、今後の資源ごみ（カン・ビン等）の回収、処理に係る取組みを進めてまいります。

	3
	参考
	48
	　公園のゴミ箱撤去を願う。市外住民や地域外の住民がゴミを公園のゴミ箱に捨てており、その処理に市の人件費がかかっている。また、弁当の残りカスによる近隣への悪臭被害や、ジュース等の残りにススメバチが寄ってくることで、アナフィラキシー症状による身体的な危険もある。
	　本計画の環境目標４【文化環境】、施策の方向②「潤いと安らぎのある快適空間をつくる」として、施策１）公園・緑地の整備・管理を掲げており、いただいたご意見を参考にさせていただきながら、今後も公園の適切な維持管理に向けた取組みを進めてまいります。

	4
	参考
	32
37

51
	　もっと市民が具体的に行動を起こせる内容を盛り込みませんか。例えば、生ごみコンポストなどひとりひとりの市民が日常生活のなかで取り組める活動を充実すべきだと考えます。
　具体的には環境目標５【人・しくみづくり】「市民等と連携し、協働して豊かな共存環境を築くまちづくりの実現」に際し、環境目標１（環境指数目標）「１人１日あたりのごみ発生量は836.1gを目指す」ことには、環境目標５の河川清掃、生物観察会、石けんづくり教室など、さまざまな世代が参加できる体験事業や、環境学習の実施欠かせませんが、市民協働において、講座以外の活動では河内長野市ではコンポストなどの日常に取り組める活動なども拡大しています。上記ご提案については、私自身も、市民の活動として下記のような活動している経験から申し上げます。
(1)子育て世代が中心となり生ごみコンポストを通じた環境学習活動を行っています。地球温暖化による気候変動の問題について、子育て中の世帯は、子ども達の未来の地球環境について関心が高い層であり、学習・啓発によって行動変容を促しやすい層と言えます。
(2)家庭で出る燃えるごみのうち、生ごみの割合は約４割と言われ、そのうち約80％が水分です。水分量の多いものを燃やすために、化石燃料がたくさん必要となります。１世帯のごみ処理費用のうち６割が生ごみの処理に使われていると言われています。家庭内で生ごみ処理にコンポストを利用することで、焼却にかかる公費が削減でき、リサイクル率を上げることができ、二酸化炭素排出量も削減できます。また、堆肥を学校花壇や地域農家に還元することもできます。大阪市でもコンポストモニター募集の実証実験などが始まっており、80人の枠に1,000人の応募があったとのことで、市民の関心の高さが伺えます。
(3)本市施策課題の達成には市民の環境意識の改善が必須です。日々家庭で出るごみに意識を向けることが、市民に当事者意識を持ってもらうきっかけになります。
(4)子供向けの環境教育は学校でも積極的に行われていますが、大人向けの環境教育の場はなかなか無いのが現状です。しかし、現実には大人世代の行動変容がなければ、環境についての目標達成は難しいです。
(5)そこで、具体的に日常に取り組める生ごみコンポスト活動が重要と考えています。
	本計画の環境目標５【人・しくみづくり】において環境教育・環境学習の充実に取り組むとともに、環境目標１【地球環境】において「COOL CHOICE」や「デコ活」等の取組みを推進することで、市民の行動変容、ライフスタイルの転換等を図っていくこととしています。ご意見をいただきましたコンポストにつきましても参考にさせていただきながら、本計画に基づくこれらの施策を推進してまいります。


	5
	参考
	34
40

41

53
	　環境目標１（環境指数目標）「１人１日あたりのごみ発生量は836.1gを目指す」ことに、すぐに結びつくことをイメージできません。その理由は、生活者として環境に関する情報収集があまりにも少ないからです。温室効果ガス排出量の削減など、世界の大きな情報は手に入りますが、１人１日あたりのごみ発生量は836.1gってどう実現するのか？などはわかりません。
　そこで、具体的な施策として下記を盛り込んではいかがでしょうか。私たち市民が出すゴミが、どのような経路をたどっていくのか、分別されたものがどのようにリサイクルされるのか、広報誌で連続したコラムのような形でご案内をいただくこと、これから重要な視点とされるであろう「地域循環共生圏」や「地域資源循環」についても、例えば市民レポーターがわかりやすく載せるなどすれば、市民にとっても新しい気づきとなると思います。その理由は、「デコ活」（脱炭素につながる豊かな暮らしを創る国民運動）では、脱炭素の実現に向けては2030年までに家庭で66％の削減が求められており、私たちひとりひとりの市民の暮らしやライフスタイルの変化が求められています。
　市民が環境について情報を収集するのに、広く読まれる広報誌が最適と考えるからです。
	　本計画においては、環境目標１【地球環境】施策の方向②「循環型社会をつくる」において、ごみの減量化のため、リデュース・リユースに重点を置いた新たなライフスタイルの啓発を掲げるとともに、施策の方向①「デコ活の推進」についても掲げており、これらの施策を推進する中で、いただいたご意見を参考とさせていただきながら、より効果的な周知方法についても検討を行ってまいります。


	6
	参考
	32
	本基本計画（案）のＰ32に記載の施策１）市の事務事業における温室効果ガス排出量の削減の施策㋐について。
　㋐本市が事務事業で排出する・・・（中略）職員への意識啓発を進め、省エネルギー・節電等の取り組みを定着させ、温室効果ガス排出量の削減に努めます。また、・・・（略）。との文言が新たに追加された。環境省では、地球温暖化防止のため暖房時の室温は20℃を目安にするウオームビズ（WARMBIZ）を呼びかけているが、先日、市議会本会議を傍聴した際、議場の暑さに堪らず上着を脱いで、汗をぬぐった。環境問題は市の全部署が関係するものであり、今回文言が追加された節電についてはどのような状況であるか知りたく、市役所本庁の４階から７階の執務室の昼休み時間中の様子を見に行ったところ、ある課では職員の方がパソコンを使っているにもかかわらず消灯しており、別の課では仕事をしている様子は窺われないが蛍光灯が点灯されたままになっており、結果として執務室の消灯と点灯の割合は概ね半々という状態であった。
第３次計画が策定され３年近くになる今回の見直しで追加文言が入るのは今更ながらという気はあるが、本基本計画（案）P56　2．進行管理にあるように計画の推進を図っていくため、第１段階となる『知る』を促していくことが重要と示されている。今回、基本計画の見直しにあたって使用された用紙等の資源や予算を無駄にすることなく、市民や市民団体、事業者等に環境についての問題意識を持ってもらうため、目標を示す職員（関係者を含む）一人ひとりが環境問題を自分のものとして認識を高めて頂き、環境にやさしい将来に引き継げる河内長野市が実現することを望む。
	　本計画の環境目標１【地球環境】、施策の方向①脱炭素社会をつくるとして、施策１）市の事務事業における温室効果ガス排出量の削減を掲げており、「COOL CHOICE」等の取組みを推進する中で、いただいたご意見を参考に、職員への意識啓発につきましても取り組んでまいります。


	7
	参考
	11
17

47
	河内長野市の環境に関する生徒アンケート調査結果を施策に反映すべき。
　本基本計画（案）P11㋒生徒へのアンケート調査によると、河内長野市の環境への満足度として、まちの清潔さに満足している（非常に満足・やや満足）と回答した割合が最も低く、全体の39.1％に留まっています。（以下略。）これは生徒たちが現在のまちの清潔さに如何に満足していないかを表す数字である。また、P73では　河内長野市が将来、どのようなまちになってほしいかの問には５番目の項目に「路上喫煙などによるごみのポイ捨てやごみ不法投棄等がなく、まちがきれいに保たれている。」があげられている。さらにP17（3）－2生活環境に対するアンケート結果㋐生徒へのアンケート調査結果によると、ポイ捨て、まちや川の美化並びに路上喫煙などきれいなまちづくりに対し多くの意見が寄せられています。と記載されており、行政として生徒たちの意見を把握しているのであれば将来の河内長野を担う生徒たちの思いを大切にして環境を守りきれいなまちをつくるために生徒アンケート調査結果を踏まえた施策を打ち出すことが必要である。
	　本計画を策定する際の基礎資料としてアンケートを活用しており、環境目標４【文化環境】、施策の方向①「美しいゆとりある空間をつくる」として、施策１）環境美化の推進を重点施策として掲げており、いただきましたご意見を参考にさせていただきながら、当該施策を推進してまいります。


	8
	参考
	47
54
	令和５年第１回河内長野市環境審議会資料１令和4年度河内長野市環境報告書について。
　P13の環境目標（数値目標及び施策展開）、令和4年度達成状況等の①美しいゆとりある空間をつくる　環境目標　きれいなまちづくりを推進するための施策を実施するの令和４年度実施内容等の10行目　市内の駅周辺での路上喫煙対策に努めた。が達成状況〇になっている。
市では路上喫煙禁止区域指定前後の路上喫煙者数や吸い殻のポイ捨て本数などの統計がないかもしれないが、早朝に駅前を清掃しているボランティアの方に聞いたところ、禁止区域指定後は駅前の吸い殻は減ったが、そこに至る通勤路の吸い殻は逆に多くなったとのことであった。毎朝、小学生の通学路である自宅周辺のごみ拾いをしているが、始めたきっかけはたばこのポイ捨てのあまりの多さに心を痛め、子どもたちに大人の行動を見せたくないとの思いからである。喫煙禁止区域を指定し喫煙所を設置したことで達成状況〇は如何なものか。行政として道路にポイ捨てされたたばこの吸い殻の多さに目を向け、基本計画の中に喫煙者の権利も守りつつ歩行喫煙に対する施策を掲げるべきである。
　また、本基本計画（案）P54では、河川一斉清掃の参加人数の増加を目指す。ことを環境指標としており、前述の審議会資料１P13の達成状況は参加者が1,071人だったことをもって達成状況×となっている。たしかに参加人数が増えれば同じ量のごみであれば清掃時間は短縮できるが、年１回の河川清掃では実施日に目の前からごみが消えるだけで、翌日から徐々に放置されそのごみが堆積してしまう。大事なのは参加人数ではなく、ごみを放置する人数を減らすことを指標とすべきで、例えば「参加者がひとりでも多くの人にごみ問題を語り、市民全員が環境問題に関心を持つ機会とするため河川一斉清掃を実施する。」としてはどうか。
	　本計画の環境目標４【文化環境】、施策の方向①「美しいゆとりある空間をつくる」として施策１）環境美化の推進を掲げており、いただいたご意見を参考にさせていただきながら、河川一斉清掃、クリーンアップキャンペーン等の市民参加型イベントの継続的な実施による普及啓発や、河内長野市きれいなまちづくり条例の適正な運用や路上喫煙によるポイ捨て対策等の取組みを推進してまいります。


	9
	変更
	目次
	本基本計画（案）目次のページ数標記について。
令和３年３月策定基本計画の目次ページ数が修正されていない。なぜこのようなケアレスミスが生じたのか、本計画（案）の内容に誤りがないのか不安。
【修正すべき箇所】
３．計画の対象とする範囲・・・３⇒２
３．環境指標（数値目標及び施策展開）・・・48⇒53
第５章　計画の推進・・・50⇒55
１．推進体制・・・50⇒55
２．進行管理・・・51⇒56
巻末資料・・・52⇒57
１． 第２次計画重点プランの進捗・・・52⇒57
２． 環境指標の達成状況・・・58⇒63
３． 生徒アンケート調査結果・・・60⇒66
	　ご指摘のとおり本計画の修正に伴い、目次に誤りがございましたので、正しいものに修正いたします。


	10
	参考
	3
25

47
	本基本計画（案）の環境目標ごとの取り組みに環境の課題とされていることに対する施策が記載されていない。
　本基本計画（案）Ｐ３　５．計画の見直しについての17行目以下について、今回の見直しは地球環境に係るもののみとする旨、記載されているが、Ｐ３第３次計画における対象とする環境の範囲と環境要素には地球環境の環境要素に「廃棄物」が含まれている。ごみ問題は地球環境に係るそのものである。施策が記載されていないのは、第３次計画　第２章　環境の状況と課題のＰ25（４）文化環境㋐の後段、ごみのポイ捨てや路上喫煙対策など、ルールの順守やマナーの向上を図って行く必要があるという課題に対して、第４章　環境施策　２．環境目標ごとの取り組みＰ47（４）歴史と文化が息づき生きる喜びが実感できる快適なまちづくり【文化環境】施策１）環境美化の推進　㋑路上喫煙によるたばこのポイ捨ての防止のため、市内の駅周辺での喫煙対策に取り組みます。重点となっているが、課題の「ごみのポイ捨てのルール順守やマナー向上」施策が抜けている。
　市内の駅周辺での喫煙対策は、平成30年７月の健康増進法改正を受け令和３年３月定例会まで８回にわたり市議会で一般質問が行われ、令和２年度の市長の施政方針には主要３駅周辺の喫煙対策推進が掲げられており、第３次計画策定時には既に路上喫煙禁止区域の設定と喫煙所の設置は決定されていたにもかかわらず施策として掲げたこと自体が疑問。
　環境問題は全ての人が問題意識を持ち実践しなければならないことで、ごみのポイ捨ては公共の場所の環境悪化を招き、美しい河内長野が実現しないだけでなく、道路や公園など公共の場のごみもやがて風雨や河川を通じて海洋ごみとなり地球規模の環境破壊を招いてしまう。このようなポイ捨て行為をこのまま放置して良いはずがない。市民一人ひとりがポイ捨てを自分の問題として受け止め、行政も現状を直視して、啓発だけでなく子ども達への学校教育や、環境教育で「ポイ捨てしない」ことを言い続けるような施策を掲げて頂きたい。
　喫煙率が全国一低い奈良県は小学生１年生向けに喫煙に関する絵本を作り配布。家庭で子どもの話を聞いた親が禁煙するようになり数年かけて喫煙率が低くなったと言う記事を読んだが、令和５年第１回河内長野市環境審議会で環境教育の対象は子どもたちであり、そこから親へという流れでの取り組みだと考えているという委員の発言は大いに参考になると思う。
　ポイ捨て問題は一朝一夕に解決するのは難しいが、難しいからこそ行政としては重点施策として取り組まなければならない。
	　本計画の環境目標４【文化目標】、施策の方向①「美しいゆとりある空間をつくる」として施策１）環境美化の推進を掲げており、いただいたご意見を参考にさせていただきながら、河川一斉清掃、クリーンアップキャンペーン等の市民参加型イベントの継続的な実施による普及啓発や、河内長野市きれいなまちづくり条例の適正な運用や路上喫煙によるポイ捨て対策等の取組みを推進してまいります。



問合せ先　〒５８６－８５０１　河内長野市原町一丁目１番１号

河内長野市役所（河内長野市 環境経済部環境政策課）

電話：０７２１－５３－１１１１　　　　

